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研究成果の概要（和文）：複素解析学・Nevanlinna理論で中心的重要問題である第2主要定理型問題につい山ノ井（東
工大）・Winkelmann(Bochum大)との共同研究で現在最良の結果を得た。この成果の応用及び数論アナロジーを海外研究
協力者である Corvaja (Udine大学)と共同で興味深い研究成果を得た。その過程で古典的なLang-Axの結果の正則曲線
への一般化が得られた（もとは1-パラメーター群）。 岡の余零問題（遺稿,1945）を阿部・濱野と解決した。
 基礎理論である岡・カルタン理論の新展開・簡易化で研究成果を挙げた。これ等の研究成果をまとめる著書（2冊）を
出版し、今後の課題がよく認識された。

研究成果の概要（英文）：In Nevanlinna theory of several complex variables of the second main theorem type 
has been of central importance. We, jointly with Winkelmann (Bochum Univ.) and Yamanoi (T.I.T.) obtained 
results, most advanced so far now. Jointly with Corvaja (Udine Univ.) we obtained an application and an 
arithmetic analogy of this result, which is of very new type and of interest; in the course we extended, 
certain classical result of Lang-Ax for entire holomorphic curves (originally only for 1-parameter 
subgroups). We, jointly with Abe (Hiroshima Univ.) and Hamano (Fukushima Univ.), solved Oka's extra zero 
problem which was posed by K. Oka in his posthumous paper (1945) for a generalization of Oka's principle.
 In Oka-Cartan theory, which is the fundamental part of the present research, a number of improvements 
and simplifications were obtained. Two monographs including those results were published, and some new 
themes have come out.

研究分野：多変数複素解析学

キーワード： 解析学　関数論　複素解析学　値分布論　Vojta予想
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１．研究開始当初の背景 
解析写像とは一般に超越的な有理型写像を
含めた複素解析的写像を意味する。解析写像
の値分布の理論には、解析的アプローチと幾
何学的アプローチがある。もとよりこれら等
は、別々のものということではないが、前者
で代表されるのがネヴァンリンナ理論（今の
場合は、高次元複素多様体が対象）であり、
後者で代表されるのが小林双曲的計量やベ
ルグマン計量の理論である。更に第３のアプ
ローチとしてデイオファントス近似論からの
ものがある。これらは、代数多様体の有理点
の問題にも類似型（Analogue）を持ち、前者
は Vojta 予想、後者は Lang 予想と関連する。
類似は単に主張のみでなく、既に得られてい
る結果ではその証明方法にまで類似型が認
められ、具体的な成果が得られつつあり、大
変興味深く本質的な理論展開に寄与すると
考えられる。岡の余零問題と関連し正則領域
又はスタイン多様体の解析的サイクルの交
点の解析が興味深い研究課題となってきた。
この問題は、岡潔の遺稿集に残されていたも
ので、3 次元以上では反例がある。ベルグマ
ン核について、代数・微分幾何における幾つ
かの重要な問題が、その境界での漸近解析と
密接に関連していることが明らかになって
きた。これは変形族の不変量の変分問題・擬
凸問題と関連する。本研究課題は世界的に活
発な研究活動が行われている中で、最近得ら
れた研究手法により新しい観点から理論の
新展開が求められていた。 
 
２．研究の目的 
解析写像の値分布について研究開始当初の
知見として次の新しい問題が浮かび上がっ
てきていた。(1)解析写像と像空間上の代数的
サイクルの交点の複素幾何学的構造、(2) 値
分布理論と数論的回帰列の力学系との類似
性に基づく解析、(3)岡の余零問題と関連し正
則領域又はスタイン多様体の解析的サイク
ルの交点の解析。(1)、(2)については準アーベ
ル多様体の場合にこれまでの結果の応用と
して興味深い成果がえられつつある。(3)につ
いては岡の余零問題は概ね解決の道筋が分
かってきたが具体的な解析構造の対応につ
いては未知であり興味深い問題である。本研
究課題では、これまで得られてきた値分布理
論の成果の更なる発展と、複素構造の不変計
量、ディオファントス近似論、岡の余零問題
の研究と連携しつつ新しい展開を目指す。 
 
３．研究の方法 
平成 21年度までの基盤研究(S)の研究成果中
代表者の担当研究を引き継ぐ形で研究を実
施し、研究期間全体を通して研究代表者・野
口は、全体の総括をし、連携研究者とは研究
連絡を密に保ちつつ、上述(1)～(3)の課題につ
いては共同し、またそれぞれ独立した研究を
実施した。研究連絡は、日常的な e-メールの
他セミナーや研究集会の参加を通じてなさ

れた。その際、研究成果の国際発信を積極的
に行った。平成 23 年度には、国際研究集会 
Akko (イスラエル)、Luminy（フランス）、
Notre Dame (アメリカ)に参加し、全てで招
待講演を行った。また国内の研究集会でも多
くの講演を通して当研究課題の意義と重要
性を喚起した。 
平成 24 年度では、国際的小研究集会を国際
シンポジウムである多変数複素解析葉山シ
ンポジウムのサテライトとして海外よりの
参加者 6 名を得て 20 人規模の実質討議を主
体とする研究集会を開催し、その時点までの
成果のチェックと課題について研究討議を
行った。平成 25 年度では、葉山シンポジウ
ム、レビコ研究集会、モントリオール中期特
別研究プログラムに参加・講演し研究情報の
交換と成果の発信を行った。平成 26 年度に
は、研究成果を総括する講義や講演をシリー
ズでローマとパリで行い、若手の育成を計る
とともに国際発信に勤めた。国際会議場であ
る Banff センター（カナダ）では当該分野の
研究課題を中心に 2回の研究集会が開かれ代
表者が出版した書籍の内容を紹介する講演
も行われ、中心的な話題を提供し種々のアド
バイスを求められるなど世界的な意味での
研究進展を計る活動を行った。また小林昭七
記念会議の講演では小林双曲性と Lang 予想
について当該研究代表者の成果を含むこれ
までの進展をまとめ次へのステップとした。 
 
４．研究成果 
複素解析学の値分布理論で中心的重要問題
である Nevanlinna の第 2 主要定理型問題に
つい山ノ井連携研究者と Winkelmann(Bochum
大)海外研究協力者との共同研究で現在最も
先端をゆく結果を証明することができた。正
則の条件を緩めた可微分接続を用いる手法
により一般のコンパクト代数多様体への整
曲線に対する第２主要定理を証明し、1933 年
の H. カルタンによる第 2 主要定理に初めて
幾何学的証明を与えた。準アーベル多様体 A 
への整正則曲線 f に対して得られた我々の
第２主要定理を応用し、P. Corvaja (Udine
大学)と共同で A の超曲面 D を与えると、
偏極準アーベル多様体 (A,D) の同型類は基
本的に複素平面の離散点分布 f-1(D) が無限
遠点で作る集合の芽で決まることを示した
（山ノ井の一致の定理の拡張）。また交点 
f(C)・D は、D 内でザリスキー稠密であるこ
とを証明しLang-Axの結果の幾何学邸精密化
を与えた。その算術アナロジーとして、同様
な結果を代数体上の線形トーラス群内の算
術回帰列について証明した。山ノ井
Winkelmann と共同でアルバネーゼ次元最大
かつ一般型な複素射影代数多様体内の正則
曲線に対して、Nevanlinna 理論による統一的
な研究を行った。正則曲線の値分布と整数点
集合及び小林双曲性の研究を推進した。特に
一般型で不正則指数が次元以上の代数多様
体内の整曲線の退化定理を我々が得ていた



第２主要定理を改良することにより証明し
た。この結果は Green-Griffiths 予想の部分
的解決としては，次元一般で数値的不変量の
みよる条件下では現在最良の結果である。海
外共同研究者である J. Winkelmann (Bochum, 
Germany)と共著でコンパクト複素多様体Mへ
の正則写像の位数について研究し、M がケー
ラーか非ケーラーかで著しい差のあること
を発見しこれを論文として発表した。最近
Winkelmann は F. Campana と共同で、超越位
数が2未満の整有理型写像が存在すれば有理
連結であるという興味深い結果を得た。値分
布と有理点分布に関する 2002 年 の
Noguchi-Winkelmann の定理の証明の不備が
正され、より改良された。これを A. Levin
は、代数曲線上の有理点分布の研究に応用し
結果が出つつある。 
連携研究者（以下同）の山ノ井は、Goldberg
予想を解決し、極小曲面の梅原・山田問題の
解決を得た。更に、Bloch－Ochiai の定理を
精密化し、部分多様体の擬小林双曲性を研究
した。同平田は、多重対数のある値の一次独
立性をディオファントス近似を用いて証明
し多重対数関数の値の数論的性質を研究し
た。またディオファンタス問題の中で線型回
帰数列を底とする指数方程式の整数解の決
定や単数方程式の解の個数評価の研究を行
った。 
岡理論では阿部（広島大）と同濱野（福島
大）と共同で岡の余零問題を解決した。更に、
リーマン領域の場合の岡の定理（Oka IX）に
簡単な直接的証明を与え、そこで使われる L. 
Schwartz の有限性定理の証明の大幅な簡略
化をした。更に、岡の第 1連接定理のより自
然な証明法を与えた。 
同濱野は、あるリーマン面のスパンから誘
導される計量が完備で負曲率性、対数的多重
劣調和性を導く種々の変分公式を得、大域的
擬凸性との関連について成果を挙げ、応用と
してある2次元擬凸変形族に関する同時一意
化定理を証明した。同大澤は、Gunning- 
Narasimhan の定理の評価付精密化、Hopf 曲
面内の実解析的レビ平坦面の決定、複素多様
体上で新しいハルトークス型拡張定理を得
た。同辻は、ケーラー・リッチ流の大域特異
解の存在と一意性を証明し、K-E 計量の射影
族の半正値性を示した。ケーラ－多様体につ
いて新概念の極値的測度を定義しその極限
が、K-E 計量または標準測度に収束すること
を示した。同足助は複素解析的な葉層構造の
特性類の研究を進展させ、横断的に複素解析
的な葉層構造の二次特性類と，擬半群の
Fatou- Julia 分解について研究した。更に、
葉層の二次特性類の変形に関する微分と横
断 的 な 幾 何 構 造 と の 関 連 に つ い て
Godbillon-Vey 類・Bott 類と横断的な射影構
造の関係について明らかにした。 
以上の研究成果を含む著書を和文と英文
で刊行する計画が進行中である。先端的な課
題については Winkelmann と共同で世界的に

権威ある Springer 社 Grundlehren シリーズ
より出版した。基礎分野では和書を刊行し、
その英語版刊行が進展中である。当該研究分
野の基礎理論が改良され、総括の中から次の
興味深く重要な課題が出てきた 
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